
－ 3 －

は
じ
め
に

　

近
世
期
の
方
言
資
料
は
、
近
現
代
の
も
の
に
比
べ
る
と
、
十
分
に
鍬
入
れ

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
資
料
自
体
の
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、
時
間
の

経
過
等
に
よ
り
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
が
、
市
町
村
誌
等
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
資
料
や
、
博
物
館
等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
な
ど
の
中
に
は
、

当
時
の
方
言
を
考
究
す
る
う
え
で
役
立
つ
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
管
見

に
ふ
れ
た
範
囲
な
が
ら
、
近
世
か
ら
近
代
初
頭
期
の
信
州
方
言
と
そ
れ
に
関

連
す
る
資
料
を
取
り
上
げ
、
今
後
の
調
査
・
研
究
課
題
を
考
究
す
る
こ
と
と

す
る
。

一
．
資
料
の
紹
介 

―
―
『
方
言
の
記
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
白
馬
村
誌
』
の
例
）
―
―

　

ま
ず
、
白
馬
村
に
存
在
す
る
資
料
か
ら
検
討
し
た
い
。
長
野
県
北
安
曇
郡

白
馬
村
の
村
誌
で
あ
る
『
村
誌
（
三
）・
社
会
環
境
編　

下　

白
馬
の
歩
み
』

（
長
野
県
白
馬
村　

平
成
一
五
年
三
月
）
に
は
、「
14
方
言
と
共
通
語
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
白
馬
村
の
方
言
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
（
五
〇
五
〜

五
〇
六
頁
）。
そ
の
中
に
、
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
が
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
『
方
言
の
記
録
』
で
あ
る
（
執
筆
担
当
者
・
田
中
欣
一
氏
）。

　

写
真
下
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、「
方
言
の
記
録
」
と
い
う
題
に
続
け
て
、

　
　
「
あ
ち
ゃ
・
そ
ん
な
ら
・
お
け
っ
ち
ゃ
…
…
」
な
ど
と
あ
る
。
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
に
こ
ん
な
記
録
を
残
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
。

と
あ
り
、
変
体
仮
名
を
中
心
に
、
墨
で
書
き
つ
け
ら
れ
た
写
本
の
第
１
丁
・

明
治
五
年
『
方
言
の
記
録
』（
在
、
白
馬
村
）
の
検
討

大　

橋　

敦　

夫

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
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オ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
の
所
在
を
田
中
欣
一
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
物
の
コ
ピ
ー

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
、
翻
字
し
、
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

二
．
資
料
の
翻
刻

　

も
と
も
と
題
名
の
な
い
資
料
で
あ
る
た
め
、
村
誌
の
表
現
を
尊
重
し
、
便

宜
『
方
言
の
記
録
』
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

■
明
治
五
年
『
方
言
の
記
録
』（
在
、
白
馬
村
）
の
書
誌

　
　
　
　

大
き
さ
：
二
五
・
四
×
一
七
・
五
㎝

　
　
　
　

体　

裁
：
和
装
、
仮
綴
じ

　
　
　
　

分　

量
：
三
丁
か
？

　
　
　
　

墨
書
、
無
界
、
五
行

　
〔
１
丁
・
オ
〕

　
　

明
治
五
申
年
六
月
下
旬

　
　

あ
ち
や
．
そ
ん
な
ら
．
お
え
つ
ち
や

　
　

な
な
や
れ
．
の
ん
だ
り
．
く
つ
た
り

　
　

ひ
つ
た
り
．
た
れ
た
り
．
き
つ
と

　
　

ち
や
つ
と
．
や
つ
と
．
む
ゑ
つ
と

　
　

ね
ぼ
け
て
．
す
べ
つ
て
．
の
め
つ
と

　
〔
１
丁
・
ウ
〕

　
　

い
う
．
い
ふ
．
ろ
う
．
ろ
ふ
．
ほ
ふ

　
　

に
ふ
．
へ
や
う
．
び
や
う
．
し
や
う

　
　

と
ふ
．
ど
う
．
ち
う
．
ぢ
ふ
．
て
ふ

　
　

り
う
．
り
や
う
．
ぬ
ふ　

な
う
．
お
ふ

　
　

わ
う
．
わ
ふ
．
わ
し
や
．
か
う

　
〔
２
丁
・
オ
〕

　
　

ゆ
ふ
．
よ
う
．
た
つ
し
や
．
れ
ふ

　
　

り
や
う
．
そ
ふ
．
そ
う
．
ぐ
つ
と

　
　

ず
つ
と
．
ゐ
つ
て
．
お
ふ
．
く
う

　
　

く
わ
と
．
く
わ
ん
．
ぐ
わ
ん
．
や
う

　
　

や
ふ
．
ま
ふ
．
け
ふ
．
ふ
う
．
こ
ふ

　
〔
２
丁
・
ウ
〕

　
　

と
つ
く
り
．
ぎ
つ
く
り
．
や
つ
た
り

　
　

と
つ
た
り
．
や
つ
と
．
ま
つ
と
．
し
や

　
　

べ
り　

お
つ
し
や
り
．
ち
つ
と
．
も
つ
と
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ふ
つ
き
．
は
ん
じ
や
う
．
さ
つ
は
り

　
　

あ
ら
あ
ら
か
き
し
る
し
は
ん
ぬ

　
〔
３
丁
・
ウ
〕

　
　

ハ
ハ
ハ
ツ
ト
．
ホ
ホ
ホ
ツ
ト
．
へ
ヱ
．
ハ
イ
．
ヤ
ア
．
ス
リ
ヤ

　
　

ヲ
ヤ
．
ナ
ニ
．
ナ
ン
ト
．
イ
ヤ
．
サ
ア

　
　

ヘ
イ
音
次
郎
で
ご
ざ
い　

御
き
げ
ん
よ
ろ
し
う

　
　

ヲ
ヤ
音
さ
ん　

よ
く
お
出
だ
サ
ア
是
ヲ
御
ら
ん

三
．
言
語
の
検
討

　

①　

語
彙

　
　
　

１
丁
・
オ
〜
２
丁
・
ウ
に
か
け
て
、
七
二
語
の
単
語
が
書
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
。そ
の
後
は
、終
末
に
か
け
て
、文
と
掛
け
声
が
五
行
分
あ
る
。

　
　
　
「
方
言
の
記
録
」
と
い
う
（
仮
）
題
名
か
ら
、
俚
言
の
列
挙
か
と
期

待
し
て
み
る
と
、
予
想
に
反
し
た
語
が
並
ぶ
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
、
同
音

の
仮
名
の
書
き
分
け
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
通
覧
す

る
と
、「
ち
ょ
ぼ
く
れ
」
の
よ
う
な
お
か
し
み
も
あ
る
が
、
後
に
成
稿

を
期
し
て
の
心
覚
え
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

②　

語
法

　
　
　

収
録
語
の
中
で
、
目
を
ひ
く
の
は
、「
な
な
や
れ
」（
１
丁
・
オ
）
で

あ
る
。「
す
る
な
。
禁
止
の
意
」
を
あ
ら
わ
す
語
で
、『
万
葉
集
』
に
も

登
場
す
る
禁
止
表
現
「
な
ー
そ
」
に
連
な
る
例
で
あ
る
。　

　
　
　

現
在
も
、
生
き
て
使
わ
れ
て
い
る
か
は
今
後
の
調
査
に
俟
つ
。
白
馬

地
域
で
の
本
格
的
な
方
言
調
査
が
望
ま
れ
る
。

　

③　

構
成 

―
― 

資
料
の
性
格

　
　
　

前
述
の
よ
う
に
、心
覚
え
的
な
内
容
で
、定
義
に
も
よ
る
が
、「
方
言
」

と
言
え
ば
言
え
る
が
、
他
の
資
料
と
の
組
み
合
わ
せ
活
用
で
、
よ
り
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四
．
今
後
の
課
題

　

①　

資
料
性
の
検
討

　
　
　
「
過
去
に
記
さ
れ
た
方
言
の
記
録
資
料
に
基
づ
く
研
究
」
に
つ
い
て
、

大
橋
勝
男
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

こ
の
研
究
に
お
い
て
は
、そ
の
よ
う
な
資
料
の
探
索
そ
の
こ
と
が
、

大
き
な
仕
事
と
な
る
。
そ
の
資
料
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
ど

こ
の
方
言
の
ど
の
よ
う
な
階
層
の
方
言
を
記
し
た
も
の
か
、
記
し
た

人
間
、
な
ら
び
に
そ
の
記
述
意
図
、
時
代
、
記
録
資
料
の
成
立
の
事
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情
、
表
記
、
記
述
法
等
々
に
つ
い
て
、
資
料
的
意
義
・
価
値
を
よ
く

吟
味
し
て
利
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
藤
原
与
一
監
修
『
方
言
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
和
泉
書
院

一
九
八
四
・
四
（
一
四
〇
頁
）

　
　

今
回
は
、
現
物
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ず
、
コ
ピ
ー
の
み
に
よ
る
考
察

で
あ
る
の
で
、
所
蔵
者
と
目
さ
れ
る
田
中
欣
一
氏
の
続
け
て
の
ご
協
力
を

得
て
、
資
料
の
来
歴
・
周
辺
情
報
等
の
確
認
に
努
め
た
い
。

　

②　

長
野
県
内
に
「
在
る
」、
こ
の
ほ
か
の
資
料
（
近
世
〜
近
代
初
頭
）

の
発
掘
・
顕
現
化

　
　
　
『
方
言
の
記
録
』
以
外
に
も
、
今
後
、
注
視
し
た
い
資
料
と
し
て
、

次
の
も
の
が
あ
る
。

ａ
『
信
國
異
言
辨
惑
』
…
…
『
南
佐
久
郡
誌　

方
言
編
』
一
九
九
六
・
五

　

す
で
に
、『
南
佐
久
郡
誌　

方
言
編
』（
一
九
九
六
・
五
）
で
、
以
下
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
解
説
一
〇
四
頁
、
図
版
七
八
五
頁
）
。

　
　
　
「
国
風
」
と
号
す
る
人
の
撰
に
よ
る
信
州
の
方
言
集
で
あ
る
。
跋
文

に
「
宝
暦
六
丙
子
年
林
鐘
（
六
月
の
こ
と
）
十
有
七
日　

田
口
隠

士
運
英
写
之　

行
年
五
十
有
七
（
後
略
）」
と
あ
る
。
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
と
い
え
ば
小
林
一
茶
（
一
七
六
三

－

一
八
二
七
）
の

生
年
よ
り
も
、
七
年
早
い
年
で
あ
る
。
こ
の
信
国
異
言
辦
或
は
、
一

茶
の
『
方
言
雑
集
』
と
同
趣
の
内
容
で
、
特
に
、
佐
久
・
小
県
一
帯

の
方
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。撰
者
の「
国
風
」は
、

こ
の
冊
子
の
序
に
よ
れ
ば
「
信
州
長
久
保
駅
」
が
生
国
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
が
略
伝
す
ら
わ
か
っ
て
い
な
い
。ま
た
跋
文
に
あ
る「
田

口
隠
士
運
英
」
と
い
う
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

三
葉
掲
げ
ら
れ
た
図
版
か
ら
は
、「
△
常
平
（
ト
ロ
ピ
ヤ
ウ
）　

▲
不
断
ヲ

云　

常
平
等
（
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ビ
ヤ
ウ
ト
ウ
）
ト
云
コ
ト
也
」
な
ど
の
興
味
深

い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

ぜ
ひ
現
物
が
見
た
い
と
、
執
筆
者
、
編
纂
関
係
者
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

所
在
不
明
と
の
こ
と
で
、
探
査
が
止
ま
っ
て
い
る
。
改
め
て
、
江
湖
に
問
う

次
第
で
あ
る
。

ｂ　

武
田
喜
伝
治
『
俚
言
抄
』
一
八
七
五
・
四　

私
家
版

　

昭
和
五
〇
年
代
に
、北
佐
久
教
育
会
に
よ
っ
て
活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、

今
や
、そ
の
翻
刻
版
も
目
に
す
る
こ
と
が
稀
に
な
っ
て
い
る
。現
物
の
コ
ピ
ー

と
翻
刻
版
、
と
も
ど
も
に
閲
覧
で
き
る
の
は
、
市
立
小
諸
図
書
館
に
お
い
て

の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
佐
久
地
方
の
方
言
研
究
文
献
と
し
て
、

　
　

今
井
昌
夫
「
佐
久
地
方
言
の
一
考
察
」
『
丘
上
』
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
望
月
高
女
校
友
会
誌
）
一
九
三
三
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は
、
タ
イ
ト
ル
の
み
が
知
ら
れ
る
が
、
後
継
の
望
月
高
等
学
校
に
も
本
誌
が

無
く
、
参
照
し
が
た
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

佐
久
地
方
の
方
言
研
究
の
隆
盛
を
祈
念
し
て
、
ま
ず
は
、『
俚
言
抄
』
の

翻
刻
版
を
再
度
作
成
し
、
こ
れ
を
起
爆
剤
と
し
て
、『
信
國
異
言
辦
或
』
の

原
本
発
見
、『
丘
上
』
４
の
披
見
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ｃ
『
鹿
児
嶋
言
葉
わ
ら
ひ
の
種
』（
長
野
市
真
田
宝
物
館
蔵
）

　

信
州
方
言
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
松
代
藩
第
十
代
藩
主
の
奥

方
が
作
成
し
た
鹿
児
島
方
言
の
資
料
で
あ
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
学

学
生
高
見
沢
陽
子
氏
が
翻
字
を
行
っ
て
い
る
（
平
成
四
年
度
・
国
文
科
卒
業

研
究
論
文
）。
ま
た
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
研
究
論
文
も
あ
る
。

　
　

山
本　

淳　

「
真
田
宝
物
館
蔵
書
『
鹿
児
嶋
言
葉
わ
ら
ひ
の
種
』
共
通

語
訳
文
の
性
格
」
『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
44　

二
〇
〇
八
・
一
二　

17
ｐ

　
　

山
本　

淳　

「
真
田
宝
物
館
所
蔵
『
鹿
児
嶋
言
葉
わ
ら
ひ
の
種
』
と
鹿

児
島
方
言
音
韻
表
記
例
の
検
討
を
中
心
に
」『
米
沢
国

語
国
文
』
27　

二
〇
〇
八
・
三　

７
ｐ

　

以
上
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
研
究
を
ふ
か
め
、
信
州
ゆ
か
り
の
資
料

と
し
て
、
一
書
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

ｄ
『
見
聞
集
録
』（
翻
字
は
、
青
木
美
智
男
監
修
『
近
世
信
濃
庶
民
生
活
誌
』

ゆ
ま
に
書
房
所
収
）

　

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
三
年
間
、
信
濃
国
埴
科
郡
森
村
で
名
主
を

つ
と
め
た
中
条
唯
七
郎
弼
明
の
筆
に
な
る
随
筆
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、「
オ
ラ
ン
ダ
流
火
術
が
松
代
に
伝
来
（
一
九
二
条
）」
に
は
、

　
　

忠
兵
衛
君
の
師
ハ
、
伊
豆
ノ
に
ら
山
の
御
代
官
井
川
太
郎
左
衛
門
と
い

ふ
方
也　

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
、
松
代
藩
士
の
金
児
忠

兵
衛
が
、
洋
式
砲
術
を
習
う
た
め
に
、
佐
久
間
象
山
ら
と
と
も
に
江
川
太
郎

左
衛
門
の
と
こ
ろ
へ
入
門
し
た
こ
と
を
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、江
川
太
郎
左
衛
門
の
「
江
川
（
え
が
わ
）」
が
「
井
川
（
い

が
わ
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。「
い
」
と
「
え
」
の
混
同
は
、
北
信

の
方
言
の
特
徴
の
一
つ
だ
が
、
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
貴
重
で
あ

る
。
ま
た
、「
川
」
に
濁
点
を
打
っ
て
あ
り
、
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

て
い
る
の
も
興
味
を
引
く
。

　

古
文
書
を
活
用
し
た
信
州
方
言
の
研
究
に
は
、
先
例
と
し
て
、
馬
瀬
良
雄

氏
「
チ
ョ
ー
マ 

―
―
「
千
曲
川
」
の
方
言
」（
同
氏
『
信
州
の
こ
と
ば 

―
―

21
世
紀
へ
の
文
化
遺
産
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
二
〇
〇
三
）
が
あ
る
。
が
、
あ

と
に
続
く
研
究
が
少
な
い
。
近
世
期
の
文
書
類
の
裾
野
は
広
い
の
で
、
郷
土

資
料
の
丹
念
な
読
み
込
み
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
用
例
を
増
や
し
て
い
き
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た
い
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
探
査
が
完
了
し
、
資
料
紹
介
の
段
に
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
か
ら

は
デ
ジ
タ
ル
化
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
【
参
考
文
献
】

　
　

Ｇ
Ａ
Ｏ
（
内
川
雅
夫
）
『
白
馬
の
方
言
と
な
ま
り　

こ
ん
じ
ょ
な
ま

で
』
私
家
版
二
〇
〇
六
・
八
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